












はじめに 

人の表面体温がストレスで変化することは知られており、一般には、交感神経系の作用と

考えられている。特に指先などの末梢部の表面体温がストレスに伴って下がることは、大

人を被験者としたサーミスタを使った研究で明らかにされている。ところが、乳児では指

頭が小さく、手の行動形態も把握状態であり、その上、腕の動きが粗大であってサーミス

タ使用が不適である。そこで、著者らは、近年外科や皮膚科等で臨床診断に使われ始めて

いる赤外線サーモグラフィ法を情緒反応、ストレス反応等の乳児行動研究に適用すること

を考えパイロットスタディを行った。なお、サーモグラフィ法とは、生体のある部分の熱

放射の分布(温度分布)を分布図として表わしたものを指し、この方法では,体表面温は非接

触的に計測されるため、被験者に対する侵襲がなく、また身体的制限がない点で乳児研究

に用いるのに優れている。又,今までのところ、サーモグラフィを使った情緒反応、ストレ

スにたいする反応の研究は数少なく、岩田(1985)の成人を対象とし、顔面特に鼻部領域の

皮膚温の変化を指標とした作業管理の研究を見る位で、殊に乳児研究については報告はな

い。 

研究は、実験 1、実験 2 よりなる。実験 1 の目的は、児にとって明らかにストレスの高い

場面(見知らぬ場所での母子分離場面)を設定することで、乳児の情緒変化、ストレスに対

する反応の指標としての鼻部領域の温度変化の有効性を確かめることにあり、実験 2の目

的は、実験 1の結果を前提として、母子分離時の情緒的反応、ストレス反応の乳児期にお

ける出現時期を特定することにある。 


